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R2年度より健康経営に取り組み、毎年アンケート調査を実施してきました。

その結果、アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムの数値は概ね横ばいで推移しています。

※R2年度は回答者数が少ないため、分析対象から除外しています。

健康経営の継続的な取り組みにより、一定の成果は確認されつつあるものの、従業員の高齢化や季節要因による課題も依然として存在し、

全体的な数値改善には至っていない状況です。

今後は、数値改善を図るため、必要な施策を検討・実施してまいります。

◆アブセンティーイズムとは
心身の不調によって会社を休む状態

◆プレゼンティーイズムとは
心身の不調によって、業務効率が低下している状態
心身の健康問題を抱えながら仕事を行っている状態

年間一人当たりの病気による平均欠勤日数
※数値が大きい方が悪い状態を表す

過去4週間の病気やケガによる労働生産性の低下率
※0％に近い方が良い状態を表す



R7年度のアンケート結果より

経営者の健康経営に対する想いが

社内に浸透していることが確認されました。

一方で、従業員の健康意識・行動に

関しては、

運動習慣および適正飲酒の分野において、

依然として改善の余地があり、

継続的な支援と啓発が課題となっております。
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